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1. はじめに
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データリポジトリってなんだろう

• 論文だけではなく、実験データや計測データなど、研究に関わ
るさまざまなデータを保存・公開するためのリポジトリ
◦ 特定のソフトウェアやサービスと結びついているわけではない

• 世界のデータリポジトリの一覧はre3dataなどを参照
◦ https://www.re3data.org/
◦ 研究分野ごとに多種多様なリポジトリがある
◦ 特定の組織のみからデータ登録を受け付けるものも、誰でもデータを

登録できるものもある

https://www.re3data.org/
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Materials Data Repository (MDR)

https://mdr.nims.go.jp

https://mdr.nims.go.jp/


5

Materials Data Repository (MDR)

• 物質・材料研究機構(NIMS)が開発・運用するデータリポジトリ
◦ 2020年6月15日より運用開始

• 機構で生成された、材料科学に関するデータ（実験・計測デー
タ、論文データなど）を収録
◦ 2020年10月末時点で、約1200件の論文データと約50件のデータ
セットを収録

• NIMSが構築中の材料データプラットフォーム「DICE」を
構成するアプリケーションのひとつ
◦ 情報学を応用した材料の研究開発の手法「マテリアルズ・インフォマ
ティクス」を実現するためのプラットフォーム
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材料データプラットフォーム「DICE」

材料データの収集から
公開までを一貫して

行うシステム

https://dice.nims.go.jp

https://dice.nims.go.jp/
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DICEを構成するアプリケーション群

データ収集 データ分析 データ公開

MDRは「DICE」のアプリケーションのひとつ
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DICEの中でのMDRの位置づけ

• NIMS内部サービスと外部の研究機関・サービスの結節点
• DICEの各アプリケーションで作成されたデータは、最終的に

MDRで公開される
◦ ただし、MDR単体でもデータ登録を行うことができる

• MDRで公開されるデータは、グローバルな流通のための識別子
（DOI, ORCIDなど）を付与して、研究者や他の検索サービスへ
の利用に供する

DICEの
アプリケーション

DICEの
アプリケーション

機構外部の
アプリケーション



2. MDRの構成
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MDRに収録するデータ

• 大きく分けてDatasetとPublicationの2種類を扱う
• Dataset: 材料データ
◦ 実験で使用した数値や画像のデータなどを想定
◦ 材料関係のメタデータを記述可能

• Publication: 論文のデータ
◦ 論文ファイル（の著者版）を登録することを想定
◦ 一般的な機関リポジトリと同様の運用
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DICEのメタデータの構造

• DICE全体のメタデータスキーマとして、NIMS独自のメタデー
タスキーマである「共通メッセージ形式」を定義

• 材料メタデータを「共通メタデータ」と「分野別メタデータ」
に分けて記述

• MDRではこのスキーマのサブセットを実装
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メタデータスキーマはDICEのWebサイトで公開中

https://dice.nims.go.jp/about.html

材料メタデータ
スキーマの標準と
なることを目指す

https://dice.nims.go.jp/about.html


MDRでの書誌メタデータ項目
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Field Required 想定用途 記入方式
First published at URL System 公知であることのエビデンス申告 登録者記入
Supervisor approval System 上長承認済申告 登録者記入
Title System 題名 登録者記入
Alternative title No 別の題名（日本語等） 登録者記入
Data origin System データの性質 登録者選択
Abstract or Summary System アブストラクト 登録者記入
Keyword System キーワード 登録者記入
Specimen Policy 試料・対象物質 登録者記入
Surname Policy 関係者姓（英字） 登録者記入
Given name Policy 関係者名（英字） 登録者記入
Name Policy 関係者 姓, 名 （英字） 登録者記入
Role Policy 関係者が本Workにどう携わったか 登録者選択
Orcid Policy ORCID 登録者記入
Organization Policy 著者所属組織 登録者記入
Sub organization No 著者所属組織部門 登録者記入
choose type No 著者に関する別IDがあれば 登録者選択
Identifier No 著者に関する別IDがあれば 登録者記入
choose type No 本Workに関する別IDがあれば 登録者選択
Identifier No 本Workに関する別IDがあれば 登録者記入
choose type Policy 日付の種類 登録者選択
Date Policy 日付（作成日等） 登録者記入
Rights Policy ライセンス 登録者選択
Date No 当該ライセンスのもと公開した日 登録者記入
Version No バージョン 登録者記入
Date No 当該バージョンリリース日 登録者記入
Title No その他関係するリンク先のタイトル 登録者記入
Url No その他関係するリンク先のURL 登録者記入
Relationship No 上記リンク先が本Workにどう関係するか 登録者選択
Label No カスタムメタデータの項目名 登録者記入
Description No カスタムメタデータの値 登録者記入
(NIMS DOI) No フォームには表示されず、運用側で付与 運用者記入

出典: https://dice.nims.go.jp/services/MDR/MDR-metadata-20200717-ext.xlsx

https://dice.nims.go.jp/services/MDR/MDR-metadata-20200717-ext.xlsx


MDRでの試料メタデータ項目
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Field Required 想定用途 記入方式
Title No 試料／対象物質（以下「試料」）の名前 登録者記入
choose type No 試料の化学組成に関するIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料の化学組成に関するID 登録者記入
Description No 試料の化学組成の説明・記述 登録者記入
choose type No 試料の結晶構造に関するIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料の結晶構造に関するID 登録者記入
Description No 試料の結晶構造の説明・記述 登録者記入
Description No 試料の説明 登録者記入
choose type No 試料のIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料のID 登録者記入
Material type No 物質の分類 登録者記入
Material sub type No 物質の副分類 登録者記入
Description No 物質の分類の説明・記述 登録者記入
choose type No 物質の分類のIDの種類 登録者選択
Identifier No 物質の分類のID 登録者記入
Title No 試料購入記録のタイトル 登録者記入
Date No 試料購入記録に関する日付 登録者記入
choose type No 試料購入記録のIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料購入記録のID 登録者記入
Organization No 試料供給元組織 登録者記入
Sub organization No 試料供給元組織部門 登録者記入
Organization No 試料製造元組織 登録者記入
Sub organization No 試料製造元組織部門 登録者記入
Purchase record item No 試料購入記録データ 登録者記入
choose type No 試料形状のIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料形状のID 登録者記入
Description No 試料形状の説明・記述 登録者記入
choose type No 試料の態のIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料の態のID 登録者記入
Description No 試料の態の説明・記述 登録者記入
Category No 試料の構造的特徴の分類 登録者記入
Sub category No 試料の構造的特徴の副分類 登録者記入
Description No 試料の構造的特徴の説明・記述 登録者記入
choose type No 試料の構造的特徴のIDの種類 登録者選択
Identifier No 試料の構造的特徴のID 登録者記入

出典: https://dice.nims.go.jp/services/MDR/MDR-metadata-20200717-ext.xlsx

https://dice.nims.go.jp/services/MDR/MDR-metadata-20200717-ext.xlsx
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MDRのシステム構成

• Hyraxを採用
◦ Ruby on Rails, Apache Solr, Fedoraで構成
◦ アメリカの大学を中心に、機関リポジトリとして多数の採用例が存在

• RDFによるメタデータ定義とフォームの自動作成機能を持つ



MDRの入力フォームの全体図
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3. MDRの特長
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MDRの特長

• 材料データを表現するための柔軟なメタデータ定義を行える
• メタデータはRDFストア上に保存され、RDF/TurtleとJSONに

よって出力することができる
• データリポジトリ全体を複製するためのAPIである

ResourceSyncに対応している
◦ Sitemap ProtocolをベースにしたAPI
◦ ユーザはリポジトリ上の複数のメタデータを一度に取得することが

可能
◦ 大量のデータを利用するマテリアルズ・インフォマティクスに適する
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ResourceSyncでのメタデータの一括取得

• resync (https://github.com/resync/resync) を使用した例

メタデータ
一括取得の

コマンド実行

取得した
メタデータ一覧

https://github.com/resync/resync


MDRから出力されるRDF（一部）
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4. MDRの運用
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MDRでのデータ登録

• データ登録は現時点では機構の職員のみが行える
◦ 将来的に共同研究機関からの登録をサポート予定

• 一般ユーザ（研究者自身）のWebフォーム経由による登録と、
管理者によるバッチ登録をサポート

• ファイルサイズの上限は、フォームの場合は100MB、バッチの
場合は特に制限なし

• GUI上で入力を必須とするメタデータ項目は以下のとおり
◦ Title, Data origin, Abstract, Keyword
◦ First published URL（そのデータが公知であることを示すURL。

DOIを推奨）
◦ Supervisor approval （発表を承認した上長の氏名、承認日、機構

内の発表決裁の番号。 DOIがない場合のみ必要）
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バッチ登録のフロー

• バッチ登録を行う場合、MDRがアクセスできる所定の共有ディ
レクトリに、所定の構造によるメタデータと実データを含んだ
zipファイルを作成する

• MDRは当該ディレクトリのファイルを定期的にインポートする
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MDRに登録できるデータ

• MDRでは公知となっているデータのみ登録可能
◦ たとえば、出版済みの論文の作成時に使用したが、論文と同時には
公開しなかった実験データ

• ファイルサイズの上限は、フォームの場合は100MB、バッチの
場合は特に制限なし
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MDRでのデータ公開

• 一般ユーザがデータを登録した時点では、データは外部に公開
されない
◦ ログインしたユーザのみが参照可能な状態となる

• データの公開依頼をMDR管理者にメールで送信すると、管理者
が公開作業を実行する
◦ 公開作業の実行後は、データの編集は不可

• 公開作業には以下の作業を含む
◦ 著者へのORCID番号の紐付け（機構職員のみ）
◦ 機構の研究職・エンジニア職の約90%がORCID番号を取得
◦ 現時点ではORCID番号の紐付けは手作業

◦ ライセンスの確認（論文ファイルのみ）
◦ DOIの付与
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DOIの付与

• MDRでは国内外の他の検索サービスへのデータ提供を重視し、
JaLC DOIを付与せず、DataCite DOIを付与している
◦ Scientific Data（Natureのデータジャーナル）は、投稿時に

DataCite DOIを付与できるリポジトリにデータを登録することを
要求している

◦ Data Citation Index（Clarivateのデータセット検索サービス）は、
DataCiteやCrossrefのWebAPIを用いて、収録対象のメタデータを
収集している



5. MDRの課題
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データ登録に関する課題: データの種別の扱い

• 「論文とその付随データのセット」は、論文とデータセットの
どちらになるのか？
◦ 別々のデータとして登録する場合、それらの間の関係を、メタデータ

とリポジトリの画面内でどのように表現するか？

MDRでは登録者と逐次相談の上で、どちらに
登録するかを決めている
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データ登録に関する課題: 登録したいデータがない

• そもそも「論文なし・データのみ」が登録されるケースが
ほとんどない
◦ 公開できるデータは論文投稿時に、論文と同時に出版社に送っていて、
論文と同時に出版社のサイトで公開されることが多く、研究者に
とって新たに公開できる・公開したいデータが存在しない
ことが多い
◦ 研究者「出せるデータは出版社のサイトでオープンアクセスになってるのに、なんで

MDRにも登録する必要があるの？」

• データの登録のインセンティブが薄い

ダウンロード数や引用数など、データの価値を
「見える化」するための仕組みが必要
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データ登録に関する課題: 査読者とのデータ共有

• 現在のMDRでは、論文投稿時のデータ登録先として利用するに
は機能が不十分
◦ 具体的には査読者とのデータの共有方法が問題
◦ 限定公開URLの発行機能があるが、24時間しか有効にならず、しかも

一度しかダウンロードできないため、査読者の数だけあらかじめURL
を用意しなければならない

◦ 現状ではDOI付与も管理者の作業が必要
◦ 研究者「登録を待っている間に、研究の競争相手に論文投稿で先を越されるのでは本末

転倒」
◦ 外部の汎用リポジトリ（Zenodo, figshareなど）と比較した場合の

優位点をどこで打ち出すか？

論文投稿時の際のデータリポジトリでの
データ共有のあり方は検討が必要
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メタデータの記述に関する課題

• 「共通メッセージ形式」によるメタデータの記述が困難
◦ 複数の研究者から「自分の研究で使いたい項目がスキーマに定義され
ていない」というフィードバックが寄せられた
◦ 研究者「この項目では細かすぎて書けない」「荒すぎて書けない」

◦ 材料科学は多くの研究分野で成り立っており、ユーザが増えていくと、
同様の問題に次々に遭遇することが予想される

• データ登録フォームが巨大で、ユーザフレンドリーとは言いが
たい
◦ スキーマ追加の要望に単純に答えていくと、フォームがさらに複雑に

なる

• メタデータに相当する情報をディレクトリ（フォルダ）の構造
で表現している場合がある
◦ MDRではディレクトリ構造を保ったままでのデータ登録ができないた

め、ディレクトリをzipファイルにまとめる必要がある

データ登録のUIについて再検討中



MDRの入力フォームの全体図
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実際にはこの何倍もの
入力フォームが必要



ディレクトリ構造によるデータの表現の例

33

SPring-8の所外実験データ転送システム「BENTEN」
https://user.spring8.or.jp/sp8info/?p=37465



34

データの公開に関する課題

• （現時点では）登録できるのは「公知データ」のみ
• データ公開時のリスクを避けるため
◦ データは論文と異なり、どのような中身なのかが見た目ではすぐに

わからないし、どのような利用のされ方をするのかもわからない
◦ 論文であれば、それは公開されることが前提の情報であることが明ら

かであるが、データはそうではない

• このため「論文で使用した、公知になっているデータ」のみを
登録できるようにしている
◦ 登録時には公知になっている証拠として、論文のURL（DOI推奨）を

メタデータに記入させるようになっている

• 一方で「未公知のデータを共同研究機関と共有したい」という
ユースケースも存在する
◦ 限定公開のための機能を追加予定

第1回 SPARC Japan セミナー2020
「研究データ公開：フルオープンと制限公開の境界線」

での議論もぜひごらんください

https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/20201002.html
https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/20201002.html
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今後データリポジトリを担当する方に伝えたいこと

• データリポジトリといっても、仕組み自体は今までの機関リポ
ジトリと根本的に違うものではない

• メタデータの扱いはやはり難しい
◦ 研究で作られるデータは多種多様で、中身は基本的にはデータの作成
者本人しかわからない

◦ 分野ごとのメタデータ項目の設計は、それ自体が研究と言ってもよい
ほどの大仕事

• まず、図書館でつけられるメタデータをきちんとつけよう
◦ 具体的には識別子 (ID)
◦ DOIの付与は当たり前。DOIのないデータは、ISBNのない本と同じ
◦ ORCIDの紐付けも当然。学内の研究者のORCID番号を確認しよう
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今後データリポジトリを担当する方に伝えたいこと

• データ公開の作法はまだ確立していない部分が多い
◦ データの種別の問題

◦ 「論文とデータのセット」は論文なのかデータなのか
◦ 公開したデータの評価

◦ ダウンロード数、引用数、それともほかの指標？
◦ データの「セキュリティ」

◦ 公開してよいデータか？ どこまで共有してよいデータか？

◦ ほかにも課題は多数ありますが…

ぜひいっしょに考えていきましょう！



TANABE.Kosuke@nims.go.jp
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